
最
近
、
近
く
の
寺
院
に
茶
室

の
新
築
が
あ
り
、
早
速
拝
見
に

参
上
し
た
と
こ
ろ
、
例
の
に
じ

り
か
ら
入
る
造
り
で
は
な
く
、

土
足
で
入
れ
る
椅
子
席
で
あ
り

ま
し
た
。
聞
け
ば
、
家
元
の
茶

道
国
際
化
の
方
針
に
沿
っ
て
の

こ
と
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
思

え
ば
、
柔
道
で
も
体
重
別
、
柔

道
着
の
着
色
な
ど
、
こ
れ
も
斯

道
国
際
化
へ
の
時
流
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
仏
事
も
椅
子
の
利
用

が
当
然
の
事
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。あ

の
正
座
の
し
び
れ
を
想
像

す
る
だ
に
、
椅
子
利
用
の
時
流

は
、
生
活
の
洋
風
化
と
共
に
至

極
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
畳
が
あ
り
、
和
服
が

あ
る
限
り
、
正
座
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
伝
統
で
あ
り
、
遺
風

と
化
し
て
は
な
り
ま
す
ま
い
。

茶
花
道
、
武
道
諸
般
、
音
曲
、

能
、
狂
言
、
謠
の
道
で
も
、
正

座
は
欠
か
せ
ぬ
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

漢
字
の
惱
と
い
う
字
は
、
腦

に
く
づ
き

の
月
を
�
（
心
）
に
更
え
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
腦
が
極
め
て

重
要
な
生
理
機
能
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

し
か
し
、
そ
の
機
能
も
時
に

「
真
っ
白
」
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
極
度
の
緊
張
、

興
奮
に
よ
る
機
能
停
止
に
他
な

り
ま
せ
ん
。

か
つ
て
は
感
情
の
激
す
る
こ

と
を
、
腹
が
立
つ
、
或
い
は
断

腸
の
思
い
と
表
現
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
、
頭
へ

ク
ル
、
に
な
り
、
果
て
は
キ
レ

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
レ
ル

と
は
、
真
っ
白
に
な
っ
た
判
断

停
止
で
、
こ
こ
か
ら
思
い
設
け

ぬ
事
態
が
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
。

は
ら

心
は
本
来
肚
に
収
め
て
お
く

べ
き
も
の
で
、
そ
の
た
め
古
来

東
洋
で
は
、
坐
禅
、
正
坐
の
慣

い
を
伝
統
と
し
て
受
け
継
い
で

き
ま
し
た
。
特
に
臍
下
丹
田
に

心
気
を
凝
ら
し
め
腹
式
呼
吸
を

す
る
こ
と
は
、
落
ち
着
き
を
取

り
戻
す
た
め
の
最
高
の
て
だ
て

で
あ
り
ま
す
。
道
教
で
も
「
腹

腦
」
と
い
う
言
葉
の
あ
る
所
以

で
す
。
目
下
、
当
寺
で
は
毎
月

市
中
で
「
静
坐
の
会
」
を
催
し

て
、
激
し
い
時
流
の
中
で
少
し

で
も
落
着
き
を
取
り
戻
し
た
い

と
念
じ
て
い
ま
す
。
椅
子
席
は

「
流
行
」、
静
坐
は
「
不
易
」
と

申
せ
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
二
十
年
来
、
努
め
て

き
ま
し
た
西
国
札
所
の
会
（
ア

ど
う
ぎ
ょ
う

リ
の
会
）
は
、
多
く
の
同
行

の
参
加
を
得
、
そ
の
通
算
距
離

も
七
千
粁
を
超
え
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
続
け
て
参
り
た
い
と

念
じ
て
い
ま
す
。
禅
の
言
葉
に

「
一
寸
坐
れ
ば
一
寸
の
仏
、
二

寸
坐
れ
ば
二
寸
の
仏
」
と
あ
る

如
く
、「
一
歩
歩
め
ば
一
歩
の

仏
、
二
歩
歩
め
ば
二
歩
の
仏
」

と
念
ず
る
か
ら
に
外
な
り
ま
せ

ん
。
バ
ス
巡
礼
が
「
流
行
」
な

ら
ば
、
徒
歩
巡
礼
は
「
不
易
」

と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

西
国
第
二
十
九
番

青
葉
山

松
尾
寺

不
易
流
行
・
静
坐
と
歩
行

名
誉
住
職

松
尾
心
空

西
国
巡
礼
慈
悲
の
道
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御
本
尊
／
馬
頭
観
世
音
菩
薩

開
基
／
威
光
上
人

そ
の
か
み
は

い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん

た
よ
り
を
ば

ち
と
せ
も
こ
こ
に

ま
つ
の
お
の
て
ら

観音風光

当
寺
山
主
の
団
体
参
拝
客
へ

の
法
話
は
予
約
が
必
要
。

門
前
の
茶
店
で
軽
食
可
能

（
冬
期
や
臨
時
の
休
店
あ
り
）。

青
葉
山
頂
よ
り
日
本
海
を
見

遙
か
す
風
景
は
絶
景
で
あ
る
。

舞
鶴
市
内
で
は
、
引
揚
記
念

館
、
赤
レ
ン
ガ
博
物
館
、
近
畿

第
一
位
の
眺
望
に
選
ば
れ
た
五

老
岳
、
海
上
自
衛
隊
の
記
念
館
、

自
衛
艦
見
学
な
ど
が
あ
る
。

宝
物
殿
公
開

春
秋
二
季
に
国
宝
・
重
文
を
開

陳
し
ま
す
。

主
な
年
中
行
事

春
季
彼
岸
会

七
日
間
（
先
祖
塔
婆
廻
向
）

五
月
七
、
八
日

花
祭
大
法
要

八
日
に
仏
舞（
重
要
民
俗
無
形
文

化
財
）奉
納

秋
季
彼
岸
会

七
日
間
（
先
祖
塔
婆
廻
向
）

十
月
下
旬

柴
灯
大
護
摩
供
養

そ
の
他

手
洗
の
お
札
・
ウ
ス
シ
マ
明
王

台
所
の
お
札
・
三
方
荒
神

馬
頭
尊
に
因
む
競
馬
・
ペ
ッ
ト
祈
願

◎
松
尾
寺
山
主
著
作
集

「
歩
行
禅
」

「
西
国
札
所
古
道
巡
礼
」

「
西
国
札
所
徒
歩
巡
礼
地
図
」

「
人
生
往
来
手
形
」

「
極
楽
往
生
手
形
」

「
即
身
成
仏
手
形
」

「
現
代
い
ろ
は
歌
留
多
」

「
人
生
ま
ん
だ
ら
」

「
猫
と
和
尚
さ
ん
」

「
妖
説
水
子
地
蔵
」

「
人
生
の
達
人
」

「
人
は
な
ぜ
巡
礼
に
旅
立
つ

の
か
」

（
以
上
、
東
京
・
春
秋
社
刊
）

「
歌
僧
天
田
愚
庵

〝
巡
礼
日
記
〞
を
読
む
」

（
東
京
・
す
ず
き
出
版
）
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ま
つ
の

お

で
ら

青
葉
山

松
尾
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真
言
宗
醍
醐
派
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三毒（煩悩）とは
とん じん ち

人間は生きている以上、心の中の煩悩によって苦しまねばなりません。この煩悩が「貧」「瞋」「癡」
の三毒。つまり「貪欲」必要以上に物を求めるむさぼり。「瞋恚」自分の心にさからうものに対して
の怒りや怨みの感情。「愚癡」差別する心や自己中心的な考え方から人を陥れようとする癡愚。いけ
ない事と解っていてもついつい犯してしまう罪です。何時も心して罪を犯さぬよう懺悔の気持ちを大
切にしなければなりません。
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